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論文　内　容　の　要　旨

　目的

　栄養障害を認めた胃癌，大腸癌患者に対して術前約

1週間のIVHを施行し，術前短期IVHの栄養的効果

とその限界について検討した．

　対象および方法

　対象は，1988年9月～1989年8月に入院した胃癌，

大腸癌96例のうち軽度から中等度までの栄養障害を認

めた55例である．栄養障害判定にはBuzbyらの基準を

用いた．

　1）NRI≦100，　NRI（nutritional　risk　index）；

｛15．9×アルブミン（Alb）｝＋（0．417×％健常時体重）

　2）（1）入院時体重≦95％標準体重

　　（2）Alb≦3．929g／dl

　　（3）プレアルブミン（PA）≦18．6mg／dl

　1）または2）のうち2項目以上を満たすもの

　方法は，対象に術前約1週間，平均16Kcal／BW／day

のIVHを行い，術前日に再度栄養障害を判定し，栄養

状態が正常化した者を1群，しなかった者をII群とし

た．

　測定項目

　D身体計測
　身長，体重，％健常時体重，％標準体重，上腕周囲長，

上腕三頭筋皮下脂肪厚（TSF），上腕筋周囲長，握力

　2）血液生化学検査

　GOT，　GPT，　ChE，血清総蛋白，　Alb，　PA，レチノー

ル結合蛋白（RBP），トランスフェリン

　3）免疫検査，栄養指数

　末梢総リンパ球数，補体C3，遅延型皮内反応，小野

寺のPNI（栄養指数）

　4）術前エネルギー総投与量

　経口摂取量，IVH投与量

　5）手術因子

　手術時間，出血量

　6）術後合併症

　1）～3）は入院時と手術前日に測定し，栄養改善率（術

前値／入院時値）を求めた．6）の術後合併症については

軽，中等，高度に分類し，さらに感染，非感染性に区

分した．

　以上の項目について1，II群間で比較検討した．

　結果

　1）1群20例，II群35例であった，1，II群の入院時

の栄養評価はNRI　97±4，92±6（p〈0．01），　PNI（小

野寺）46±5，42±6（p〈0．01）で，1群は軽度，II群

は中等度栄養障害であった．

　2）各栄養パラメータは1，II群とも改善するが，

TSF，　PA，補体C3において1群が，　II群よりも有意に

改善した．

　3）エネルギー投与と栄養パラメータの改善率との

相関関係では1群のPA，　RBPが有意に改善した．

　4）1群の感染性合併症は25％，II群は41．7％でII群

に多い傾向であった．非感染性合併症は同程度であっ

た．

　結論

　1）食事と並行した術前1週間以内のIVHは，軽度

栄養障害を改善，正常化さぜた．しかし，中等度栄養

障害の改善には不十分であった．
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2）短期IVHの評価のための鋭敏な栄養パラメー

タとしては，PA，　RBPが有用であると考えられた．

　3）術前IVHは，感染性合併症を減少させる可能性

が示唆された．

論　文　審　査　の　要　旨

　中心静脈栄養法（IVH）の有効性は広く認められているが，手術予定患老に対する，術前短期IVHの栄養管

理を検討した報告はない．

　本論文は栄養障害を有する消化器癌患者に対して，術前1週間のIVHを行い，その効果と限界，および栄養

パラメーターの変動をみたもので，本方法で軽度栄養障害を正常化させ，且つ短期IVHの評価に最も鋭敏な栄

養パラメーターとして，プレアルブミン，およびレチノール結合蛋白が有用であることを明らかにしたもので，

学術上，価値ある論文である．
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